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式の計算1

1 　次の問いに答えなさい。

□⑴　次の式は，それぞれ単項式か多項式か。

ア　a－1 イ　5xy ウ　6x2 エ　－k

オ　4a2b カ　13 キ　
2x－ y

3  ク　3a2－4a＋1

□⑵　次の単項式の係数と次数を答えなさい。

□①　3x2 □②　－1.2xy2 □③　
a2b2

2

□⑶　次の多項式の項と次数を答えなさい。

□①　a－b □②　2x2－x＋2 □③　6a2－ ab

5
＋0.3b2

□ ⑷　次の式は，〔　〕内の文字について何次式か。

□①　－3x2y 〔x〕 □②　－ab2＋4a2b 〔a〕 □③　2ab－5ab3－3a2b 〔b〕

2 　次の計算をしなさい。

□⑴　5x×（－x） □⑵　（3a）2 □⑶　（－2xy）2

□⑷　2x×（－3y） □⑸　（－5ab）×2bc □⑹　－4xy×
3
2

x2y

□⑺　3a2÷（－a） □⑻　（－6x3）÷（－2x2） □⑼　4a4÷（－ 25 a2）
□⑽　10xy÷（－ 53 x） □⑾　 1

2
a3b2÷ 5

4
a2b □⑿　（－0.45xy2）÷（－ 310 x2y）

3 　次の計算をしなさい。

□⑴　x3÷（－x）×x2 □⑵　4a5÷a2÷（－2a2）×（－3a）

□⑶　15x3y2×（－2x）÷6y2 □⑷　12a3b2÷（－3ab）÷（－4ab）

□⑸　－ 2
3

x2y×6xy×（－ 58 y2） □⑹　 3
2

a2b2÷ 3
4

a3b2×（－ 56 ab）

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日
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1　式の計算　│

1
4 　次の計算をしなさい。

□⑴　（x2）6÷x5×（－x）3 □⑵　（3a3）3×（2a）4÷（4a3）2

□⑶　（a3b2）2×ab2 □⑷　（3x3y2）3÷（9xy2）2×（2xy）3

□⑸　－ 3
4

x2y÷（ 12 xy）
2

×（－ 23 y）
2

 □⑹　（ 32 ab）
2

÷（－ 98 a3b2）×（2ab）2

5 　次の問いに答えなさい。

□⑴　次の計算をしなさい。

□①　2（2x＋5y） □②　－3（2a－5b）

□③　
1
3
（3x＋9y－6） □④　－

5
2
（2x2－6x＋4）

□⑤　（4a＋6b－2）÷（－2） □⑥　（－8x2＋12x－4）÷（－ 14 ）
□⑵　次の計算をしなさい。（単項式と多項式の乗除は，3年生の学習内容であるが，⑴と同じように計算

できる）

□①　－5x（x－1） □②　2a（－a＋3b＋5）

□③　－ab（a2＋2ab＋b2） □④　－
x

6
（x2－3x－6）

□⑤　（2x2－5x）÷（－x） □⑥　（15a2b＋6ab－9ab2）÷（－ 35 ab）
6 　次の計算をしなさい。

□⑴　4x＋2y－2－x－5y □⑵　－x－3x2＋7－2x2－1－x

□⑶　－2a2＋7a＋（3a－7＋3a2） □⑷　3a＋5b－9－（－a－6b＋5）

□⑸　（－xy＋y－7）＋（x－4xy＋6y） □⑹　（x－5xy＋7y）－（2y＋3xy－x）

□⑺  －x＋3y－2 □⑻ 5x2 － x－3

＋）2x－4y＋3 －）－x2＋7x＋1

□⑼ 　x＋ 3y－｛－ y＋（4x－ 5）｝

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日
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4 │　1　式の計算

7 　次の計算をしなさい。

□⑴　3x＋2（3x－y） □⑵　2a2－5a＋3（a2－a）

□⑶　－3x＋4x2－2（5x2－6x） □⑷　2a－7b＋3－3（b－2a＋1）

□⑸　5（x－7y）＋4（2x－3y） □⑹　3（2x2－5x）－4（3x2－2x）

□⑺　－（3a－1）＋5（a－2b－3） □⑻　4（3xy－2x＋y）－3（－x＋4xy－5y）

□⑼　
1
6
（12a＋18b）＋

1
2
（2a－6b＋4） □⑽　

3
2
（8x2－12）－

2
5
（－15x2＋5x－10）

□⑾　4（ x

2
＋ y

4
－1）＋9（－ x

9
＋ y

3 ） □⑿　8（ 32 a2－ a

8
＋ 1
4 ）－6（ a

2
－ 2
3

a2－1）
□⒀　－a2－｛2a－3（5＋7a2－a）｝－4（2a2＋7－3a）

□⒁　－a（3a＋2）＋2（a2－4a＋1）

□⒂　x（2x－1＋3y）－3x（y＋5x－2）

8 　次の計算をしなさい。

□⑴　 3x－ y

2
＋ x＋ y

3
 □⑵　

3a＋ b

4
＋

a－ 3b
6

□⑶　
x2 ＋ x

2
－
2x2 － x

4  □⑷　
2x＋ 3y
6 －

y－ x

2

□⑸　
2a2 － a＋ 1

3
＋
3a－ 2
4

 □⑹　
x2 ＋ 3x－ 1

4 －
2x2 － x－ 2

5

□⑺　
1
2
（a－b）＋

2
3
（2a＋b） □⑻　

3
4
（3x－2y）－

1
3
（4x－7y）

＊

＊

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日
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1　式の計算　│

1
9 　次の問いに答えなさい。

□⑴　A＝3x－2y，B＝x－4yのとき，次の式を x，yで表しなさい。

□①　4A－B □②　2A＋3B

□③　A＋3B－（2B－A）

□⑵　A＝ 2a－ 3b＋ c，B＝ 3a－ 5b－ c，C＝－ a＋ 4b－ 3cのとき，次の式を a，b，cで表しなさい。

□①　5A－2B＋4C　 □②　3B－｛2A＋B－4（C＋A）｝

□⑶　
A＋ 3B
2

＋ 3
A－ 5B
4

について，次の①，②に答えなさい。

□①　上の式を簡単にしなさい。

□②　A＝ 3x－ 2y，B＝ 6x－ 4yのとき，上の式を x，yで表しなさい。

□⑷　A＝4a－7b＋3c，B＝3a＋b＋4c，C＝－2a＋3b－ cのとき，A－ 2B＋ C

3
－ A－ 3B－ C

4
をa，

b，cで表しなさい。

10　次の問いに答えなさい。

□⑴　次の□にあてはまる数を求めなさい。

□①　3a×（－2a□）□＝－24a7 □②　（3x）□×（－2y□）÷6xy＝－9x□y

□③　□×（2a－3b）＋2（3a－b）＝14a＋□×b

□④　3（2x2－4x－1）＋□×（x2－6x＋2）＝□×x2＋□

□⑵　次の にあてはまる式を求めなさい。

□①　3x2y× ＝15x3y □②　 ÷x2×（－4x）＝2x3

□ ③　3a－2b＋7＋2（ ）＝9a－1 □④　3（ ）－4（x2－2）＝－x2＋6x－1

□⑤　2a－ 5 ＝
3a＋ 4b
5

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日
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式の利用2

1 　次の問いに答えなさい。

□⑴　a＝ 2，b＝－ 3のとき，次の式の値を求めなさい。

□①　2ab× 3b □②　－ 12a3b2 ÷（－ 3a2b）

□⑵　x＝－
1
3
，y＝

3
4
のとき，次の式の値を求めなさい。

□①　2（x－7y）－3x＋6y－1 □②　2（3x－5y）－3（1－5x）＋6y

□⑶　a＝ 1
3
，b＝－

1
2
，c＝ 4のとき，8a2b÷（－ 4ac）× 3bc3 の値を求めなさい。

□⑷　x＝ 2，y＝－ 1
5
のとき， 9x＋ 2y

4
－（x－ 2y）の値を求めなさい。

□⑸　x＝－ 5，y＝ 4のとき，次の式の値を求めなさい。

□①　（6x3y2－3x2y）÷3x2y □②　3x（x＋2y）－2（x＋3xy－y）

2 　次の問いに答えなさい。

□⑴　次の等式を〔　〕内の文字について解きなさい。

□①　2a＝b 〔a〕 □②　 1
5

x＝y 〔x〕

□③　x＋y＝2 〔y〕 □④　a－b＝c 〔b〕

□⑤　x－3y＝5 〔y〕 □⑥　y＝ 3
2

x＋3 〔x〕

□⑦　V＝ 1
3
πr 2h 〔h〕 □⑧　l＝2（a＋b）〔a〕

□⑨　m＝ 2a＋ 3b
5

〔a〕 □⑩　 1x－
1
y＝

1
z 〔x〕

□⑵　自然数 aを自然数 bで割ると，商が 6で余りが 3になる。これについて次の①，②に答えなさい。

□①　aを bで表しなさい。 □②　bを aで表しなさい。

学
習
日 月 日

学
習
日 月 日
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2　式の利用　│

2

□⑶　縦，横，高さがそれぞれ 3acm，4cm，2bcmの直方体がある。これについて次の①，②に答えなさい。

□①　この直方体の体積をVcm3 とするとき，bを a，Vで表しなさい。

□②　この直方体の表面積を Scm2 とするとき，bを a，Sで表しなさい。

3 　次の問いに答えなさい。

□⑴　xmのテープから 30cmのテープを y本切り取ったところ，2m残った。yを xで表しなさい。

□⑵　A，B 2 人の所持金を合わせると a円になり，Aの所持金 b円は Bの所持金より c円多い。bを a，

cで表しなさい。

□⑶　国語，英語，数学の 3教科の平均点は x点で，理科と社会の 2教科の平均点は y点で，5教科の平

均点は z点である。xを y，zで表しなさい。

□⑷　男子 20 人，女子 18 人のクラスで，テストを行った。男子の平均点は x点で，女子の平均点は男子

より y点高く，クラス全体の平均点は z点であった。xを y，zで表しなさい。

□⑸　弟が駅へ向かって分速 xmで家を出た。それから 12 分後に兄が分速 ymで弟を追いかけたところ，

兄が出発してから 15 分後に弟に追いついた。yを xで表しなさい。

□⑹　家から xkmの道のりを，毎分 60mの速さで歩くと定刻より a分遅れるので，毎分 300mの速さで

自転車に乗って走ったところ，定刻より b分早く着いた。xを a，bで表しなさい。

□⑺　原価 3000 円の品物に利益を見込んで定価を a円とした。これを 4割引きで売ったところ，b円の損

失となった。aを bで表しなさい。

□⑻　原価 a円の品物に利益を見込んで定価を 1000 円としたが，これを x割引きで売ったところ，80 円

の利益が得られた。xを aで表しなさい。

□⑼　8％の食塩水 agに水を bg加えると，濃度が 5％になる。aを bで表しなさい。

□⑽　x％の食塩水 150gと y％の食塩水 250gを混ぜ合わせたところ，濃度が z％になった。xを y，zで

表しなさい。

学
習
日 月 日
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8 │　2　式の利用

4 　次の問いに答えなさい。

□⑴　「連続する 2つの整数の和は奇数である」ことを次のように説明した。 にあてはまる式を答え

なさい。

（説明）　nを整数とすると，連続する 2つの整数は，小さい順に n， ア と表される。

n＋ ア ＝ イ と表されることから，連続する 2つの整数の和は奇数である。

□⑵　「連続する 2つの偶数の和は偶数である」ことについて，次の①，②に答えなさい。

□①　上のことがらを説明しなさい。

□②　連続する 2つの偶数の和は，どんな数に 2をかけたものになるか。

□⑶　「連続する 3つの整数の和は 3の倍数である」ことを説明しなさい。

□⑷　「連続する 2つの奇数の和は 4の倍数である」ことを説明しなさい。

□⑸　「連続する 3つの偶数の和は 6の倍数である」ことを説明しなさい。

□⑹　「各位の数字の和が 3の倍数である整数は 3の倍数である」ことを，3けたの整数について説明する

とき，次の①，②に答えなさい。

□①　百の位をx，十の位をy，一の位をzとして，3けたの整数をx，y，zで表しなさい。

□②　上のことがらを説明しなさい。

□⑺　「ある 2けたの正の整数Aと，その整数の十の位と一の位の数字を入れかえてできる整数 Bとの差

は 9の倍数である（A＞ B）」ことについて，次の①，②に答えなさい。

□①　上のことがらを説明しなさい。

□②　2つの整数の差が 45 であるとき，考えられる 2けたの整数Aを，すべて求めなさい。

学
習
日 月 日
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2　式の利用　│

2

5 　次の問いに答えなさい。

□⑴　周りの長さが8pcmの正方形と縦の長さが4pcmの長方形がある。

正方形と長方形の面積が等しいとき，次の①，②に答えなさい。

□①　正方形の面積を求めなさい。

□②　長方形の周りの長さを求めなさい。

□⑵　右の図1の四角形ABCDは1辺が 5acmの正方形である。

の部分の面積を求めなさい。

□⑶　右の図 2の四角形 ABCDは長方形である。 の部分の面積

を求めなさい。ただし， ， は，それぞれ平行であること

を示している。

□⑷　右の図 3の の部分の面積を求めなさい。ただし，円周率

はπとする。

□⑸　右の図 4は，正四角すいO－ABCDである。AB＝10acm， 

OH＝12acm，OM＝13acmのとき，次の①，②に答えなさい。

□①　正四角すいO－ABCDの体積を求めなさい。

□②　正四角すいO－ABCDの表面積を求めなさい。

6 　次の問いに答えなさい。

□⑴　次の xの値を求めなさい。

□①　x：4＝ 3：8 □②　15：x＝ 3：4 □③　7：6＝ x：8

□⑵　x：3＝（x－ 2y）：4のとき，次の①，②に答えなさい。

□①　yを xの式で表しなさい。 □②　 x
y
の値を求めなさい。

□⑶　（2x－ 3y）：（x－ 4y）＝ 2：3のとき，
2x－ 5y

y
の値を求めなさい。

＊

＊ 学
習
日 月 日

学
習
日 月 日

図 1

図 2

図 3

図 4

C

A D
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１次関数の利用9

1 　次の問いに答えなさい。

□ ⑴　右の図 1 は，ある人が家から 100km離れた A地へドラ
イブに行ってきたときの様子を表したものである。これに
ついて次の①，②に答えなさい。

□①　A地に着いたのは，家を出発してから何時間何分後か。

□②　家を出発してから x時間後の家からの距離を ykmと
して，xと yの関係を表す式を求めなさい。（xの変域も
求めなさい。）

□⑵　右の図 2は，ある人が A地から 2000m離れた B地までバスに乗って行き，B地で 10 分間休んだ後，
毎分 100mの速さで歩いて A地までもどってきたときの様子の一部を表している。この人が A地を出
発してから x分後の，A地からの距離を ymとするとき，次の①～③に答えなさい。

□①　バスの平均時速は何 kmか。

□②　この人が B地に着いてから A地にもどってくるまで
の，x，yの関係をグラフに表しなさい。

□③　この人が B地を出発してから A地にもどってくるま
での，x，yの関係を式に表しなさい。

□⑶　A町から B町まで 4km，B町から C町まで 4kmある。P君は A町から B町まで歩き，B町から
C町まで自転車に乗って行った。ただし，徒歩，自転車の速さはそれぞれ一定とする。下の図 3は，P
君が A町を出発してからの時間を x時間，進んだ距離を ykmとして，x，yの関係をグラフに表した
ものである。これについて次の①～③に答えなさい。

□①　P君が B町に着いたのは，A町を出発し
てから何時間後か。

□②　P君が B町を出発してから C町に着くま
での x，yの関係を式に表しなさい。また，

xの変域を求めなさい。

□③　P君は C町に着いてから 20 分間で用事を済ませ，自転車に乗って，B町から C町まで進んだと
きと同じ速さで，休まずに A町にもどってきた。このときの様子を表すグラフをかき加えなさい。
また，C町を出発してから A町にもどってくるまでの x，yの関係を式に表しなさい。また，xの
変域を求めなさい。
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学
習
日 月 日2 　A地からB地までの距離は 33kmである。ある人が A地からB地まで行くのに，

初めの 45分間は時速 40kmのバスに乗り，その後は，時速 6kmの速さで歩いてB地に着いた。この人
が A地を出発してから 分後の A地からの距離を kmとするとき，次の問いに答えなさい。

□⑴　バスに乗って進んだ距離を求めなさい。

□⑵　歩いた部分を表すグラフの x，yの関係を式に表しなさい。また，xの変域も求めなさい。

□⑶　A地から 22kmの地点を通過するのは，出発してから何分後か。

3 　次の問いに答えなさい。

□ ⑴　P地から Q地までの道のりは 36kmである。A，B 2 台の自
動車があって，Aは P地から Q地に向かって出発し，その 18
分後に Bは Q地から P地に向かって出発した。Aが出発して
から 1時間 30 分後に，Aは Q地に，Bは P地に着いた。右の
図 1のグラフは，Aが出発してからの時間（x分）と P地から A，
Bまでの道のり（ykm）の関係を示したものである。これについ

て次の①，②に答えなさい。

□①　A，B 2 台の自動車の速さの比を求めなさい。

□②　P地から A，B 2 台の自動車が出会った地点までの道のりを求めなさい。

□⑵　1つの直線上を同じ方向に動いている 3点 P，Q，Rがある。P，Q，Rの速さはそれぞれ毎分 5m，
15m，30mであり，Q，Rは Pが直線上の A点を通過してから，それぞれ 1分 20 秒後，2分 20 秒後
にA点を通過する。PがA点を通過してからの時間をx分，そのときのA点からの距離をymとすると，

P，Q，Rの様子を表すグラフは，それぞれ右の図 2の l，m，nになる。これについて次の①～④に

答えなさい。

□①　直線 l，m，nの式をそれぞれ求めなさい。

□②　Qが先頭になっているときの xの変域を求めなさい。

□ ③　QR間の距離が 10mになるのは，Pが A点を通過してか
ら何分後か。

□④　Rが Pに追いつくのは，Pが A点を通過してから何分後か。
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4 　次の問いに答えなさい。

□⑴　直方体の水そうに水が 100m3 入っている。この水そうから 10 分間に 15m3 の割合で水をくみ出す。

水をくみ出し始めてから x分後の水そうの水の量を ym3 とするとき，次の①，②に答えなさい。

□①　x，yの関係を式で表しなさい。

□②　x，yの関係をグラフに表したとき，そのグラフと x軸との交点の x座標を求めなさい。

□⑵　容積が30Lの水そうに水が2L入っている。この水そうに毎分7Lの割合で水を入れ，いっぱいになっ
たと同時に水を入れるのをやめ，ただちに毎分 6Lの割合で水を出すとする。水を入れ始めてから x

分後の水そうの水の量を y Lとするとき，次の①～③に答えなさい。
□①　水を入れ始めてから水そうがいっぱいになるまでの x，yの関

係を式で表しなさい。また，xの変域も求めなさい。

□②　水を出し始めてから水そうが空になるまでの x，yの関係を式

で表しなさい。また，xの変域も求めなさい。

□③　①，②の関係をグラフで表しなさい。

5 　A，B 2本の給水管を備えた，1000m3で満水になるプールがある。このプールに
初め給水管Aだけを使い，途中からさらに給水管Bも使って水を入れた。下のグラフは，水を入れ始め
てから 時間後のプールの水量を m3として， ， の関係を表したものである。これについて次の問

いに答えなさい。ただし，給水管 A，Bから毎時間プールに入る水量はそれぞれ一定とする。

□⑴　プールの水量が 700m3 になるのは，水を入れ始めてから何時

間後か。

□⑵　途中から A，B 2 本の給水管を使って水を入れたときの x，y

の関係を式で表しなさい。また，xの変域も求めなさい。

□⑶　給水の仕方を次のように変えて満水になるまで水を入れた。「初め給水管 Bだけを使って水を入れ，
8時間後にとめ，ひき続き給水管 Aだけを使って満水にする。」このとき，水を入れ始めてから x時間

後のプールの水量を ym3 として，x，yの関係をグラフに表しなさい。
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6 　次の図 1のような水そうがあり，注水管 A，Bからはそれぞれ毎分一定量の水を
入れることができ，排水管Cからは毎分一定量の水を出すことができる。この水そうに，初めの 3分間
は Bと Cを閉じて Aから水を入れた。次の 4分間は Cを閉じたまま Aと Bから水を入れた。さらに
次の 5分間は Aを閉じて Bから水を入れながら Cから水を出した。図 2のグラフは，水を入れ始めて
から 分後の水そう内の水の量を Lとして，0 ≦ ≦ 12の範囲で， ， の関係を表したものである。

これについてあとの問いに答えなさい。

　　　　　　図 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2

□⑴　注水管 Bからは毎分何 Lの水が入るか。

□⑵　水そう内の水の量が初めて 25Lになるのは，水を入れ始めてから何分何秒後か。

□⑶　12 分後に Bを閉じてから水がすべて出てしまうまでに何分何秒かかるか。

7 　右のグラフは，容積 35m3の水そうに入っている 15m3の水を全部抜き取り，その

後新しい水を入れたときの時間 （時間）と水量 （m3）の変化を示したものである。新しい水を入れるの

に，初め A管 2本と B管 1本を使用していたが，途中で A管 1本が故障したため，A管 1本と B管 4
本を使用して満水にした。これについて次の問いに答えなさい。

□⑴　0≦ x≦ 2のとき，x，yの関係を式に表しなさい。

□⑵　2≦ x≦ 3のとき，x，yの関係を式に表しなさい。

□⑶　3≦ x≦ 5のとき，x，yの関係を式に表しなさい。

□⑷　A管，B管 1本から入る水量は，それぞれ毎時何m3か。

□⑸　y＝ 10 となる xの値を，すべて求めなさい。
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8 　右の図で，四角形 ABCDは 1辺 6cmの正方形である。点 Pは頂点 Aを出
発して，毎秒 1cmの速さで A→ B→ C→Dの順で，この正方形の辺上を頂
点Dまで動くものとする。点 Pが頂点 Aを出発してから 秒後の△APDの
面積を cm2とするとき，次の問いに答えなさい。

□⑴　x＝2のときの yの値を求めなさい。

□⑵　点 Pが辺 AB上にあるとき，x，yの関係を式で表しなさい。

□⑶　x，yの関係をグラフに表しなさい。

□⑷　y＝12 となる xの値を，すべて求めなさい。

9 　右の図のような，BC＝8cm，CD＝5cm，AD‖BC，BC⊥
CDである台形 ABCDがある。点 Pは頂点 Cを出発してDを
通り Aまで動く点である。Pが Cから進んだ距離を cmとし，

そのときの四角形 ABCPの面積を cm2とすると，0 ≦ ≦ 5の

とき， ， の関係式は ＝ 2 ＋ （ は定数）で表されるという。

これについて次の問いに答えなさい。

□⑴　aの値を求めなさい。

□⑵　ADの長さを求めなさい。

□⑶　x，yの関係をグラフに表しなさい。

□⑷　Pが AD上を動くとき，x，yの関係を式で表しなさい。
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